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第３回多古町総合振興審議会・多古町総合戦略推進会議 

 

開催日：令和６年 11月 25日（月） 

会 場：多古町役場 大会議室 

時 間：午後２時～ 

出席者：別紙参照 

 

 

１．開会 

 

２．会長あいさつ 

 

３．議題 

（１）総合計画（後期基本計画）・総合戦略計画素案について 

資料を用いて事務局より説明を実施。 

 

（会 長）：内容について簡潔にまとめてあり、わかりやすい計画書となったと思う。アンケート結

果の部分も、アイコンを活用してやわらかい表現となっていたり、まとめた文章で表記し

たりといったわかりやすさへの工夫もみられる。また、P23 にあるアンケートやワークシ

ョップ等のまとめとそれに関連する施策・政策についての記載も、つながりのある部分が

わかりやすく示されていて良い。 

１点確認させていただきたい。P10 の時代の潮流の部分にある「第４次産業革命」につい

てご説明いただけるか。 

（事務局）：デジタルやＡＩといった新しい技術による産業革新に関するもの。経済財政白書には、

IoT・ビッグデータ、ＡＩをコアとする技術革新を指すとの記載がある。 

（会 長）：言葉としてわかりにくいと思うので、注釈を付ける等の対応をしていただければと思

う。また、分かりにくさとしてもう１点、成果指標の表記位置が施策の後ろとなっている

ので、最後に記載のある施策についての数値目標に見えてしまう。指標は、該当する施策

全体の指標であると思うので、指標に施策タイトルの記載が必要ではないかと思う。 

（事務局）：修正・追記させていただく。 

（委員Ａ）：施策部分の表記として、分かりやすく示してあると思う。「課題」に対して「方針」が

記載されていたり、「町民の参画」に関する項目もあり良いと思う。それに関連する部分

で、「関連計画」という項目がどういった項目なのかが分からなかったので、教えていただ

きたい。 

（会 長）：関連計画に記載のある計画は、町として策定をしている各種法定計画である。施策の一

部に★印で計画名が示されているかと思うが、その施策に関連する計画がある際はその表

記がなされており、その計画名や計画期間等について、関連計画の項目に記載がされてい

る。 

（委員Ｂ）：P2 に記載のある「構想とりまとめ 2.0」という言葉が分からなかった。言葉の意味を

教えていただきたい。 
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（事務局）：成田空港において現在、機能強化が進められており、第３滑走路の整備等の検討が行わ

れている。それに関する方向性を定める計画があり、その名称が「『新しい成田空港』構想

とりまとめ 2.0」となっている。分かりやすさのため、鍵括弧で括るなどして、表記の見

直しをさせていただければと思う。 

（委員Ｂ）：P21 のワークショップ内容のまとめについて、「外国人住民の増加」と「外国人観光客

の増加」については、中心の線は不要かと思うので、削除いただければと思う。 

また、「外国人観光客の増加」の部分で「高校でやれば学生ともふれあえる」という記載が

あるが、意見そのままの「やれば」との記載ではなく、「で実施すると」等の記載に修正い

ただいた方が良いかと感じた。 

（事務局）：修正させていただく。 

（委員Ｂ）：また、P54の数値目標について「＋」のマークがついている。このマークの意味を教え

ていただきたい。 

（事務局）：「＋」マークは累計の表記として記載させていただいている。 

（会 長）：例えば、「移住相談件数」でいうと、現状値が 417件で目標値が＋100件となっている

ので、517件を目指すという表記ということか。 

（事務局）：おっしゃる通り。そのため、目標に関する部分の表記はそのままとさせていただければ

と思うが、現状値に「＋」表記があるのは削除させていただければと思う。 

（委員Ｃ）：「ここからはじめてみよう」の町民参加の項目について、多い項目もあれば、少ない項

目もある。なにか理由はあるか。 

（事務局）：施策の内容として、住民参画する部分に広い狭いがあるので、それに伴い多少がある。 

（委員Ｃ）：項目について、追加を行うことは可能か。P48の農業に関する項目が、町民参加が１つ

しかないので、追加をお願いできればと思う。 

（事務局）：調整させていただく。 

（会 長）：行政の取組は、協働の視点も大事になってきている。町民も一緒に取り組んでいくこと

が今後も必要になってくるため、わかりやすく示すことも大事であると思う。 

（委員Ｂ）：P56の課題と今後の方針の文章が、似通っている。調整をお願いしたい。 

（事務局）：確認させていただき、修正をさせていただく。 

（会 長）：総合戦略は国の方向性に基づいて策定する部分が大きい計画。今後の国の動きも踏ま

えて対応出来るよう、庁内としての準備を進めておく必要があると思う。P83 から記載が

ある国の方向性の記載内容含め、調整を検討しておいても良いかと思う。 

今回の計画策定は、総合計画と総合戦略を一体的に策定する。そのため、総合戦略の事業

内容と総合計画の施策内容については、一定の整合性を取っておく必要があると思う。総

合戦略におけるすべての事業について網羅的に記載する必要はないが、キーワードとして

の重要な項目は、総合計画の施策にも記載があると良い。 

（事務局）：国における地方創生の第２期期間中に、デジタルに関する方向性が示された。多くの自

治体においても、第２期の地方創生の計画期間中であったため、計画の大きな改訂は行わ

ず、事業実施部分での対応を進めてきた経緯がある。次期の第３期においては、デジタル

に関する部分も含めて計画の策定を行う方向としているが、計画の名称についてはこれま

での「まち・ひと・しごと創生総合戦略」や「デジタル田園都市国家構想総合戦略」では

なく、「総合戦略」という記載にするなど、国の方針に柔軟に対応できるよう、調整を進め
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ているところ。必要に応じて、策定の趣旨の部分に「国の動向をみながら推進していく」

等の追記をしていきたい。 

総合戦略と基本計画の整合性に関しても、可能な限り調整して行きたいと思う。重点事業

の「農業」に関する部分についても、P46～48 に記載のある施策で、新規就農や産地化等

主だった部分は当てはまっていると思うが、地産地消等、明確な記載が無い項目もあるの

で、文章や施策内容等、改めて調整させていただく。総合戦略は国の方針に沿って作成す

る部分が大きい計画のため、総合計画の内容に沿ったものではない部分もあるとは思うが、

重要なキーワードは、総合計画の方に入れていければと思う。 

（会 長）：総合戦略の事業について 100％網羅されている必要はないと思う。整合性が図られてい

るということが整理できていればよいと思う。 

（委員Ｄ）：町民参加の「ここからはじめてみませんか」は、住民参画として大事なところであると

思うし、わかりやすく記載されており良い。しかし、自分自身に置き換えて、参加する側

として読んでみると難しい部分、どうやって取り組んでいくのか難しい面もあるなと感じ

る。 

（委員Ｂ）：P65の現状と課題には、「消費生活」に関する項目が無いが、「今後の方向性」には記載

がある。 

（事務局）：確認させていただく。 

（会 長）：計画の推進に最も大事な点として、人材の問題があると思う。事業や施策の計画を立て

たとしても、推進していく人材がいないと、事業実施も出来なくなってしまう。地域課題

の多様化・複雑化が進む中、どこの自治体も職員負担が大きくなっている現状がある。計

画書に記載のある「住民参画」の視点、住民も一緒にまちを作っていく意識づくりは重要

で、助け合いの意識がある多古町だからできること、移住で新しく入ってきた方も多い多

古町だからできること、「多古モデル」のまちづくりを考えていけると良いと思う。 

ちなみに役場の職員募集の状況について、教えていただくことは可能か。 

（副町長）：多古町としても他自治体同様、募集の状況としては厳しい状況が続いている。特に専門

職の募集が難しい。東京都や他の自治体（成田市等）では、専門職の給与改善に向けた支

援策も実施しており、専門職の取り合いの様な様相。また、若者は都市部に転出する傾向

も続いている。中には、子どものころに多古町に住んでいて戻って就職してくれる方もい

るが、状況は厳しい。 

（委員Ａ）：銀行も、人材募集としては厳しい状況で、流動も激しい。 

（副町長）：そういった部分も踏まえ、人材育成の面が大事になっていると感じている。今後も取組

を進めていきたい。 

（委員Ｅ）：P48の指標の部分で「新規就農者数」の数値目標が高すぎると思う。実現は難しいので

はないか。 

（事務局）：町民アンケートの中で、交通利便性の他、農業や産業に関する項目も満足度が低くなっ

ていた。前回の会議でお示しさせていただいた計画の評価に関する部分でも、担当課とし

て取組は進められているが、満足度が上がっていない状況がある中で、数値目標として高

めの設定をさせていただいている状況。いただいた意見含め、再考も検討したい。 

（会 長）：本日いただいた意見をふまえた計画の修正確認については、会長一任という形でご了

承いただけるか。 
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（委員一同）：異議なし。 

 

（２）その他 

今後のスケジュールについて事務局より説明 

 

（事務局）：本日の意見を踏まえ、修正した計画書については、議会説明後、パブリックコメントに

かけさせていただく。12月下旬か１月上旬から 30日間のパブリックコメントを実施予定。 

また今後、諮問答申の手続きをさせていただければと思う。次回第４回の会議については、

２月下旬を予定している。 

（会 長）：パブリックコメントにおいては、委員の皆さまからもご意見賜れればと思う。また、次

回会議では、パブリックコメントでの意見を踏まえた計画書の審議と、答申書の内容につ

いての確認もいただければと思う。 

 

４．閉会 

 

以上 


